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令和２年度第２回朝日町総合教育会議 会議録 

 

令和 2年 9月 25日（金曜日） 

午前 10時 35分から午前 11時 50分 

朝日町エコミュージアムコアセンター「創遊館」 

出席者   朝日町長 鈴木 浩幸 

      朝日町教育委員会 

      教育長  小林 道和 

委員   五十嵐義一 

委員   井上 幸弘 

委員   村山 千鶴 

委員   橋間 博美 

 

職務のため出席した者の職氏名 

教育文化課長  阿部 正文 

主幹      田中 靖士 

      課長補佐兼学校教育係長  佐々木直美（書記） 

主 査 兼 生 涯 学 習 係 長  伊藤  雅樹 

 

１．開  会 

課長の進行及び開会宣言 

 

２．あいさつ 

  鈴木 浩幸 朝日町長 

小林 道和 教育長  

 

３．協議事項 

  阿部課長より会議の招集者である町長を議長とすることを確認し、了承を得る。 

議長（鈴木町長） （１）令和 3年度～令和 5年度実施計画の概要（教育文化課分）について、説

明を求めた 

課長補佐     資料により、学校教育関係の新規項目及び主要事業等について説明 

主査       資料により、生涯学習関係の新規項目及び主要事業等について説明 

教育文化課長   資料により、西部公民館及び北部公民館関係の新規項目及び主要事業等につい

て説明 

議長（鈴木町長） （１）の協議内容について質疑、意見の有無を確認 

主幹        学校教育関係について補足説明 

橋間委員     これまでの経験から今後はＩＣＴ教育の支援員とＩＣＴ教育の核となる先生

を育成していくことが大切となる 

議長（鈴木町長） 今後活用するＩＣＴ教育支援員の具体像について質問 

教育長 例として現在町内の小中学校で特別支援教育の支援を依頼している先生が各

小中学校を訪問し支援している 
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         ＩＣＴ教育支援員についても学期ごとに１～２回あるいは月 1回、学校を訪問

し指導していくことが必要となってくる 

主幹       ＧＩＧＡスクール事業のソフト面については、寒河江市が拠点となる学校で実

施している。そこに町内小中学校のＩＣＴ教育部会の先生を派遣しての研修も

実施予定 

議長（鈴木町長） 教員の先生方ではなく専門スキルを持った方が必要となるのか 

井上委員     学習支援員のなかで教員資格のある方が担任ではなく専門にＩＣＴ教育支援

員となることが理想ではある 

議長（鈴木町長） 導入ソフトについて質問 

主幹       内容を説明 

五十嵐委員    導入ソフトを指導する支援員が必要となるのではないか。 

議長（鈴木町長） ＩＣＴ支援員について実施計画には載せたのか 

教育文化課長   導入初年度となるので技術的な支援でよいのか、ソフト開発業者等の既決の講

師を招聘し支援を仰ぎ令和４年度以降に実際に使用した中での状況により対

応をする 

主幹       無料のオンライン講習もある 

教育長      令和３年度はＧＩＧＡスクールの初年度となるので、その状況を踏まえてＩＣ

Ｔ支援員を検討する 

議長（鈴木町長） 令和３年度予算にＩＣＴ支援員は計上しなくともよいのか 

教育文化課長   ＩＣＴ支援員の支援の内容を検討 

教育長      学校現場の声を反映させながら検討 

主幹       紙とデジタルを加味しながら検討 

村山委員     青少年リーダー研修への応募はあるのか 

主査       平成 29年度以降は応募がなく、令和元年度、令和２年度は応募の相談を受けて

いる。令和３年度以降、応募の期待が持てるのではないか 

議長（鈴木町長） 青少年リーダー研修の内容について質問 

教育文化課長   コロナ禍によりリモート研修のため参加は見合わせている 

教育長      中学生海外派遣生の経験者に周知することも考えられる 

主査       個別に周知することも検討 

五十嵐委員    周知はどのように行っているのか 

主査       高校生には紙ベースでダイレクトメールにより周知している 

井上委員     令和２年度朝日町教育委員会事務事業点検・評価報告書のなかで効果について 

         指摘あったが、自分たちでしたいことを町が支援して後押しすることが大事で

ある 

議長（鈴木町長） 令和２年度は Newアクション事業に何団体の申請があったのか質問 

主査       新規２団体、継続１団体である旨を回答 

議長（鈴木町長） いい事業であるので住民への周知が必要 

教育長      最長６年間の支援。前半３年間は後押し、後半３年間は上手く離陸できるよう

に支援。単発的な支援も可能であり町民への周知が大事である 

議長（鈴木町長） 小学校３校のありかたについての検討を質問 

教育長      学校のありかたについては第２次教育振興計画の中間見直しの際に検討して
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いくことを回答 

主幹       （２）その他の報告のなかでいじめの認知件数、解消率、不登校の状況と対応 

         について説明 

議長（鈴木町長） 各小・中学校の修学旅行について質問 

主幹       各小・中学校の修学旅行について状況を回答 

主幹       ＮＲＴ（標準学力検査）結果と対応について説明 

 

４．閉  会 

  以上、協議し、午前 11時 50分に第 2回朝日町総合教育会議の会議を閉じた。 

 

 

 

町     長    

 

教  育  長    

 

調 製 職 員   佐 々 木  直  美 

 

 


